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地方創生とモビリティ
～日常・非日常における新しい移動のカタチ～



WG03参加メンバー（順不同）

事業者会員 3社

◼ アルピコ交通株式会社

◼ 株式会社Alpaca.Lab

◼ 両備ホールディングス株式会社バス統括カンパニー

サポート会員 12社

◼ アクティア株式会社

◼ アルプスアルパイン株式会社

◼ 株式会社ヴァル研究所

◼ ウイングアーク1st株式会社

◼ ＮＳＷ株式会社

◼ 株式会社オートバックスデジタルイニシアチブ

◼ クラリオンライフサイクルソリューションズ株式会社

◼ 株式会社GCAP

◼ 大日本印刷株式会社

◼ 株式会社デンソー

◼ 株式会社デンソーソリューション

◼ 株式会社電通国際情報サービス

リーダー、サブリーダー



アジェンダ

WG03-①
中山間地域の地域コミュニティ活性化プロジェクト （発表：デンソー様）

→長野県長野市での取組

WG03-②
ワーケーション×MaaSプロジェクト （発表：電通国際情報サービス様）

→長野県辰野町での取組



WG03-①

中山間地域の地域コミュニティ活性化プロジェクト

＜長野県長野市での取組＞



移動を取り巻く課題
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■移動トリップの経年的減少 ■ 地方で顕著な自家用車での移動

移動トリップを増やし、公共交通の利用を促すことで、
事故と環境負荷を減らし、まちに賑わいをもたらす。

行動変容を促す、
情報提供が必要

＜ありたい姿＞ ＜着眼点＞

出典：令和3年度全国都市交通特性調査（国交省）



Smart City NAGANOを入口に
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＜考え方＞
Smart City NAGANOの場を活用して、
行動変容につながる情報提供サービスの形を明らかにする。

出典：長野市HP



情報提供サービス企画のプロセス
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「リーンローンチパッド」の手法を活用

Point！
顧客インタビューで
アーリーアダプタを
見つける

スタートアップ・ブレイン株式会社リーンローンチパッド講師 堤氏作成



現地インタビュー調査＠長野市芋井地区
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◆交通◆
アルピコ交通 戸隠線

１）緊急度の高い情報を早く入手したい。
２）地域の情報はもっぱら回覧板、全戸配布の紙情報
３）限定されたコミュニティ、
あるいはプライベートなコミュニティからの
情報を役立てている。

４）地区で開催されているイベントの情報が届かない。
５）地域住民が、どのようなスキルや関心事を
持っているか知る術がない。

６）主な情報源は、やはりテレビとラジオ。
簡単にアクセスできると良い。

１）地域住民同士がつながるきっかけが少ない。
つながろうとする必要性が感じられない。

２）地域住民が日常的に、
気軽に集まれる場がほとんどない。

３）いざというときは、助け合うことができる。
４）楽しい地区のイベントがあれば、参加したい。

インタビュー結果まとめ

■コミュニティ

■情報提供

出典：長野市HP



22年度 最終企画発表会

9

当日の様子（長野市HP)

日時：2022年12月16日（金）
10：00～17：00

場所：アニヴェルセル長野

23年度：動画を中心とした情報発信による地域住民の行動変容を実証実験で確認する。



WG03-②

ワーケーション×MaaSプロジェクト

＜長野県辰野町での取組＞



◼2022年6月2日から4日まで、辰野町でワーケーションのトライアルを実施

◼TDBCメンバー企業のISID ７名、ウイングアーク1st ５名が参加

◼バケーションに重点を置いた個人ワーケーションではなく、ワーク面を重視

◼企業のメリット＝リモートワークで課題となる、コミュニケーション増進

◼地域のメリット＝平日の観光収入増、地域との関係性のきっかけづくり
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交通事業者のメリット

新規需要の創出
MaaS、予約サービス利用のニーズ
新たな移動関連ビジネスの可能性

⇒企業×地域のワーケーション支援システムのプロトタイプ開発を実施

2022年度：ワーケーショントライアル＠長野県辰野町



■地域への１次交通の課題
⇒リモートワーク比率が高い企業では、居住地の自由度も高いケースが多い

⇒従来のオフィスを起点とした移動のプランニングでは対応しきれないことも

■地域内での２次交通の課題
⇒ワーケーション参加者が地域で利用できる交通手段を把握しづらい

⇒住民向けの移動サービスを来街者向け一次利用に転用する可能性の模索

2023年度：ワーケーション×MaaS実証@長野県辰野町

辰野町を舞台にワーケーション参加者にMaaSサービスを提供・評価







町内のイベントへの飛び入り参加など
行動範囲を広げるMaaSサービス

「町の番組表」や「人物図鑑」など
町を身近に感じる仕組みづくり

■ワーケーションの満足度を高めるための地域の魅力PR＋施策トライアル案

滞在中のバケーションタイムには、企業内個人が、いつもの住み慣れた町にいるかのように、楽しく快適に滞在できるような工夫を試みます
地域の魅力的なイベントやアクティビティ、人々の今を知り、そこに交わる、参加することで関係人口の拡大を図ります

           
     

           

by

by





• 一般社団法人 運輸デジタルビジネス協議会

• https://unyu.co/

• unyu.co＠wingarc.com

• 03-5962-7370
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